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タンパタ質の分子構造と機能In

(表紙説1明 )

表紙に描かれているのは、サメの'1種 (S■aπ
`αc磁,競繁 )の厳肉から採られた尋L酸肌水素酵素 (以

下LD童 と略す)の活性中心付近の立体図で、補酵
素NADと 基質ピルビン酸とが結合している様子を
示した。

LDHは 、筋肉の疲労の原因であ―る乳酸をピルビ
ン酸に変える働きがあり、またョーグルトなどの乳

駿菌鉄料も、澤t醸菌申のLD■ の働きで作られる。
表紙の図では、NADと ビルビジ酸|の原子を黒丸
にしてある。上の方‐にNADのアデノシン部分 (A
p口 )があり、LDHと の1結合にはァスパラギン1酸
(ASP-30,ASP-53)や ―チロシン (TYR「 85)
などが、リン酸部分との結合にはアルギニン (AR
C-101)が、また下方にあるNADの ■コチンアミ
ド部分 (N Ic)お よびビルビン酸 (PYR)と の
結合には,、 ヒスチジシ (HlS-195)やア′レギニン
(ARG-171)な どのアミノ酸残基が関与しており、
反応そのものには、‐コチンアミド部分としスチジ
ン (HIS-1‐ 95)と が重要だとされている。

(生物化学教室 田隅二生)
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